
　

特１１

青森県立弘前第一養護学校

視覚 ・ 聴覚 ・ 知的 ・ 肢体 ・ 病弱

令和　５年　１２月　　１日（金）

令和　６年　　２月　１３日（火）
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番号 （6）具体的方策 （7）具体的方策による目標の達成状況
（8）目標
の達成度

(1)それぞれの実態に応じた個
別の指導計画作成とそれを活
用した授業の充実

①児童生徒一人一人の実態を的確に把握
して個別の指導計画を作成し、重点課題
を中心に発達段階にそった指導に努め
た。
②効果的な指導を展開するため、児童生
徒の興味・関心を考慮した教材の研究や
障害特性に応じた支援ツールの開発に取
り組んだ。

Ａ

〇一人一人の知的及び身体的発達段
階に応じた学習内容の設定と障害特
性に応じた必要な支援の提供

〇個別の指導計画を活用した授業の
充実と授業研究を通した授業改善

〇教員の専門性の向上

(2)小学部・中学部・高等部の
１２年間における一貫した系
統性のある教育課程の編成と
指導内容の精選

①児童生徒の将来の自立を念頭に発達段
階を考慮し、一貫性、系統性のある教育
課程の編成に取り組んだ。
②学習指導要領に対応した教育課程にな
るよう各学部、全校で見直しを図り、つ
ながりや発展性等について検討した。

Ａ

〇１２年間の一貫した系統性のある
指導内容、指導方法、指導時数等、
教育課程の編成

(3)主体的・対話的で深い学び
の視点からの学習に対する研
究の推進とＩＣＴを活用した
指導実践の蓄積

①一人一台端末が整備され、ＩＣＴ機器
を活用した授業実践に取り組んだ。
②ＩＣＴを活用した指導について、外部
講師を招いての教員研修に取り組んだ。
③今年度から、校内研究で「学びをつな
げ、深め、生かす児童生徒の育成」の
テーマを設定し、学びを実生活につなげ
ることを意識した取組について研究に取
り組んだ。

Ａ

〇授業研究の推進

〇ＩＣＴの積極的な学習活動への活
用

〇教員の研修機会の充実

（様式１）

学 校 名

自己評価実施日

学校関係者評価実施日

（2）現状と課題

令和５年度　学校評価結果報告書（特別支援学校用）

学校整理番号

保護者・地域関係機関との協働による開かれた学校作りの推進

（1）学校教育目標

対象障害種別

（5）評価項目

（4）結果の公表
本校の保護者には３月に資料を配付して、主に今後の課題や改善策について公表する。また、地域住民等に対して
は、本校のホームページに掲載し公表する。

学校関係者評価

　本校は知的障害を対象とする特別支援学校であり、小・中・高等部を合わせ１９２名の児童生徒が在籍している。近年、児
童生徒の障害の状態は重複化並びに多様化の傾向にあるが、一人一人の教育的ニーズに応じた学習指導の充実に努める
とともに、小・中・高等部の一貫性・系統性のある教育課程の編成や指導内容の精選を進め、「自立と社会参加を目指し、地
域とともに、一人一人の幸せ（ウェルビーイング）を育む学校づくり」を学校経営のスローガンに掲げて教育活動に取り組んで
いる。また、りんごと岩木山」をテーマとした特色ある教育活動を推進するとともに、県の「ドリカム人づくり推進事業」を活用
し、地域社会に溶け込んでたくましく生きることを目指した「地域とつながろう弘一養ＳＤＧｓプロジェクト」に取り組んでいる。

子どもたちの発達に応じた知識・技能及び社会参加できる力を培い、可能な限り自立した生活ができ、生きること
の喜びを見出せる人間に育てる。

教育的ニーズに応じた指導・支援の充実と主体的学習活動の推進

地域に根ざした特色ある教育活動の充実

（9）-ア　学校関係者からの意見・
要望・評価等

自　　　己　　　評　　　価

（9）-イ　学校関係者評価委員会の構成

1
教育的ニーズに応じた指
導・支援の充実と主体的学
習活動の推進

　◎学校運営協議会委員（12名）
　　・弘前学院大学社会福祉学部講師
　　・弘前地区手をつなぐ育成会会長
　　・弘前市弥生学園園長　　・本校ＰＴＡ会長
　　・社会福祉法人伸康会理事長
　　・株式会社タカシン製造２部副部長
　　・弥生町会長　　・駒越町会長
　　・船沢小学校校長　　・船沢中学校校長
　　・弘前市連合婦人会副会長
　　・津軽障害者就業・生活支援センター所長

教育的ニーズに応じたキャリア教育の充実
（3）重点目標

（10）次年度への課題と改善策

○高等部の作業学習では、生徒が
自分の作業内容を理解し一人で活
動を進める様子が見られた。ま
た、授業の中において、生徒のア
イデアを取り入れながら活動を進
める場面も見られ、生徒の自主性
を伸ばす指導ができていると感じ
た。
○ＩＣＴの活用については、個別
最適化の観点から、「誰が、何を
するか」ということを焦点化する
ことが必要である。
○校内研究で取り組んでいる「学
びを実生活につなげる」という視
点はとても大事である。今の学習
が将来のどの場面につながるかを
教師がしっかり意識し、それを児
童生徒にも伝えるとよい。
〇ＳＤＧｓに関連した取組につい
ては、保護者の意見も取り入れ、
家庭と連携して取り組めるとよ
い。



(1)交流及び共同学習の更なる
推進

①学校間交流は、小学部は船沢小学校
と、中学部は船沢中学校と、それぞれ２
回、高等部は弘前実業高等学校と４回実
施した。
②中学部の授業において、作業学習
（畑・木工班）で弘前工業高等学校建築
科の生徒を講師に招いたり、総合的な学
習に時間の授業で柏木農業高等学校の生
徒から花の植え方を習ったりして交流し
た。
③高等部では、一部の生徒が柏木農業高
等学校に出かけ、農業実習を行った。
④居住地校交流は、小学部１８名、中学
部２名が、それぞれ１～３回実施した。

Ａ

〇学校間交流、居住地校交流の工夫
とさらなる推進

〇地域の教育委員会や小中学校、高
校との連携強化

(2)「りんごと岩木山」をテー
マとした教育活動の充実と発
展

①「りんごと岩木山」をテーマとした教
育活動では、校内で作品コンテストを実
施した。一人一枚、岩木山の絵を描いて
校内に掲示。グランプリ、金賞、銀賞、
銅賞を授与した。
②小・中学部では、りんごの栽培（摘
果、葉取り、収穫）、加工（ジュース、
スイーツ作り等）を実施した。栽培で
は、りんご栽培を手掛けている保護者に
協力してもらい、作業の仕方のビデオ教
材を作成。これを基に事前学習すること
で見通しをもって作業することができ
た。

Ａ

〇「りんごと岩木山」をテーマとし
た諸活動の充実

(3)本校の教育活動を地域へ発
信するための活動の工夫と地
域における特別支援教育のセ
ンター的機能の充実

①福祉作品展、カルチュアロード等、地
域のイベントに参加した。カルチュア
ロードでは、８名の生徒がボランティア
活動に参加した。また、毎年実施してい
るイオンタウン弘前樋の口での作品展を
「合同作品展」と名称変更して弘前第二
養護学校と合同で開催し、中学部と高等
部は作業製品の販売学習も行った。ホー
ムページやチラシの他、地元のラジオ局
や新聞社の協力を得て宣伝活動を行うこ
とで、多数の方に来場いただき、本校の
教育活動に対する理解・啓発を図るよい
機会となった。
②高等部の作業体験学習では、弘前市役
所での販売学習を行った。作業製品の販
売や作業内容の紹介により、地域の方々
に広く情報発信した。
③高等部校舎に相談支援室「いわっぷ
ルーム」を新設し、小中校舎、高校舎の
両方で教育相談を受ける体制を整えた。

Ａ

〇地域の人材をはじめとする地域資
源の積極的な活用

〇地域の関係機関との連携・協力に
よる積極的な情報発信

〇地域における特別支援教育のセン
ター的機能の充実

○居住地校交流の実施件数は年々
増加傾向にある。課題もあるが、
工夫して取り組み、充実を図って
ほしい。
〇地域に根差した教育活動を進め
るためには、地域に学校の取組や
児童生徒の様子を知ってもらうこ
とが大切である。今後も、同世代
の児童生徒との交流や地域に出て
の学習活動を含め、様々な方法で
の情報発信に努めてほしい。
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地域に根ざした特色ある教
育活動の充実



(1)キャリア教育の概念に基づ
く小中高一貫した指導の推進
と就労に向けた学習内容の体
系化

①キャリア教育の視点を生かした小学部
からの一貫性・系統性のある指導の一環
として、小学部におけるリサイクル活動
や、中学部における「働く週間」等の取
組を行った。高等部では、作業学習や職
業の授業改善、実習の充実に積極的に取
り組んだ。
②全学部・学年で「キャリア・パスポー
ト」を作成し活用した。

Ａ

〇小学部リサイクル活動の発展

〇「キャリア・パスポート」の活用
等を通した１２年間の一貫した系統
性のあるキャリア教育の推進

(2)地域の人財や資源を活用し
た授業の推進と卒業後の就
労・生活支援を見据えた職業
教育の充実

①弘前職業安定所や津軽障害者就業・生
活支援センター、青森障害者職業セン
ター、さくらジョブネット等、関係機関
との連携強化に努めた。
②公共施設（市役所庁舎、市民会館）の
清掃体験を実施するなど、地域の施設・
人材等、社会資源の積極的活用を図っ
た。また実習先や進路先の開拓・確保に
努めるなど児童生徒一人一人の進路選択
や進路実現に取り組んだ。
③「ドリカム人づくり推進事業」を活用
し各学部において児童生徒の発達段階や
課題に応じた体験的な学習活動を設定
し、外部講師として地域の人材を積極的
に活用した授業に取り組んだ。

Ａ

〇地域人材や地域資源の積極的な活
用による授業の充実

〇関係機関との連携強化

〇実習先や進路先開拓の推進

〇高等部職業教育の充実

(1)個別の教育支援計画の作成
と活用並びに評価を通じた保
護者や地域、関係諸機関等と
の積極的な情報交換及び情報
共有

①個別の教育支援計画や指導計画を作成
し、年２回、保護者との個別面談で、目
標や到達度について保護者との情報共有
を図った。
②児童生徒の学校・家庭での生活等につ
いて、日々の連絡帳で情報共有した。ま
た、定期的に学級通信を発行し、学級の
教育活動を伝えるなど相互理解に努め
た。
③モニタリングやケース会議、通院帯同
等を適宜実施し、地域の福祉・医療・労
働等の関係機関との情報共有を図った。

Ａ

〇個別の教育支援計画の作成を通し
た保護者との一層の情報共有

〇学級通信や連絡帳等を通した日々
の相互理解の促進

〇地域の福祉・医療・労働等の関係
機関との連携推進

(2)学校ホームページや学校だ
より、ＰＴＡ通信等による教
育活動の積極的な情報提供

①多くの人に本校の教育活動を知っても
らうため、学校ホームページで学校・学
部行事や特色ある教育活動を中心に紹介
した。
②学校だよりやＰＴＡ通信を定期的に発
行し、保護者や関係機関、地域に対して
情報発信した。

Ａ

①学校ホームページ、学校だより、
ＰＴＡ通信等を活用した教育活動の
積極的発信

(3)外部関係者からの意見を参
考にした教育活動の計画・実
施

①学校運営協議会を３回開催し、地域と
連携した教育活動や農福連携に向けた取
組等について委員からたくさんの助言を
いただいた。

Ａ

〇学校運営協議会をより効果的に活
用するための取組

〇今後、就農を目指す生徒も出て
くると思われるが、農業は体力が
必要な仕事であるため、学校での
体力づくりも大事である。
〇青森県の生産人口が減る中で、
弘一養の生徒は重要な働き手とし
て期待される。作業学習において
は、個々の進路に向けて、個々の
課題に応じた作業内容を設定する
のもよい。
〇地域の人材を活用した教育活動
は、とても意義のあるものであ
る。これからも積極的に進めてほ
しい。
〇児童生徒が次の学部や将来の生
活への見通しをもてるよう、キャ
リア・パスポートの効果的な活用
に努めてほしい。

〇弥生学園や放課後等デイサービ
ス事業所等との情報共有や、必要
に応じたケース会議の設定を引き
続きお願いしたい。

（11）総括

　今年度は新型コロナウイルス感染症の５類引き下げに伴い、学校での教育活動を、基本的な感染予防対策を講じながらも、通常どおり実施することができた。その影響もあってか、教職員
による自校評価は、どの項目もすべてＡ評価となり、昨年度より大きく評価が下がった項目はなく全般的に高い評価であった。また、保護者アンケートにおいても、昨年度同様、全ての項目
がＡ評価で、全般的に昨年度以上の高評価であった。
　今後も、学校教育目標の実現に向け、ＩＣＴ機器の活用を含む教師の授業力向上のための研修機会の確保や、就農を含めた実習先及び進路先の開拓、家庭や地域との連携強化のため
の取組等について、学校運営協議会等も有効に活用しながら、取組を進めていきたい。
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保護者・地域関係機関との
協働による開かれた学校作
りの推進

教育的ニーズに応じたキャ
リア教育の充実
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